
鞄
暦
巾
に
合
材
さ
れ
て
ゐ
る
O

･:=.?
組
､
多
軸
で
あ
る
か
ら
=
の
方
術
の
糞
胞
は
十
分
可
鵬
枇
あ
る
が

現
衣
十
分
な
手
が
届
か
な
い
の
で
あ
る
｡
縫
っ
て
米
だ
大
魚
蛇
疎
放
産

物
は
少
い
が
就
中
叔
-
茄
婆
な
縫
物
は
サ
ゴ
､
米
､
胡
紋
､
ゴ
ム
､

コ

プ
ラ
､
カ
タ
チ
等
の
段
縫
物
､
石
油
､
邦
数
等
で
あ
る
｡

雑
談
栽
･梢

南
洋
将
水
中
梅
等
と
共
に
蒐
串
な
課
税
栽

培
地
で
邦
人

の
之
に
総
称
す
る
も
の
が
非
常
に
多

い
｡
千
九
官
廿
四
年
に
於
げ
ろ
貿

易
中
経
漠
は
抽
出
中
節

7
位
私
占
め
絶
て
和
食
ぜ
て
約
九
甘
参
十
苅
弗

に
及
ん
で
ゐ
る
｡

サ
･n

サ
ゴ
は
本
地
方
の
特
産
物
で
各
地
覚
る
餅
に
瓜
蛸
｡
ぜ
ら
れ
る

が
其
の
締
出
は
首
府
グ
チ
ゾ
(
サ
ラ
ッ
ク
)
で
行
ほ
れ
製
晶
は
斬
罪
蚊
に

他
出
す
る
O
而
し
て
其
の
栽
･蛸

ほ
多

く
掲
衆
人
で
あ
る
が
其
の
製
粉
地

に
貿
易
は

叫
切
立
邦
人
の
紡
漸
寧

故
で
あ
る
｡
千
九
宵
廿
四
年
の
貿
易

金
高
は
約
二
宵
端
非
で
あ
る
｡

其
他
段
産
品
に
燭
す
る
も
の
で
鹿
部
愉
塑

尚
空
が
す
と
胡
放

(
七
十

深
豊

で
あ
る
.
胡
奴
も
亦
本
地
ガ
の
海

産
物
の

T
で
出
胡
椴
と
鵡
胡

故
の
こ
種
籾
が
み
る
｡
十
数
年
前
迄
は
本
地
方
の
盃
嬰
出
産
品
で
あ
っ

た
が
離
訣
栽
塘
に
憾
倒
さ
れ

7
分
鞍
山
の
損
寄
越
大
で
今
は
昔
の
関
野

私
越
す
に
過
ぎ
な
い
｡
仰
カ
ツ
チ
(
六
十

7
筒
抑
)
Tlプ
ラ
(十
四
前
非
)

横
桃
子
米
､
藤
､
等
が
盃
礎
貿

易
品
で
あ
る
｡

銀
産
物
は

石
油
が
鈴

T
で
同
じ
-

T
千
九
甘
二
十
四
年
度
の
貿
易

状
況
H
ペ
ソ
ゲ
ソ
〇

千
甘
前
非
)
燈
的
(
六
甘
三
十
拭
弗
)
原
肋

(
官
八

十
瀦
弗
)
粗
計
二

千
端
弗
に
及
び
絶
て
の
貿
易
晶
の
骨
枕
に
衣
る
O
其

封

報

他
的
軸
に
舵
他
燃
料
(
四
常
況
十
祇
押
)
称

feJ鍵

ぐ
べ
き
で
あ
る
｡

北
ハ他
本
地
ガ
有
感
な
特
薦
品
た
る
邦

姓

は
､

支
那
人
の
滋
も
珍
環
す

る
食
料
晶
で
晦
伴
の
晩
成
に
駄
作
つ
た
相
帯
料
の
鵜
で
､
掘
取
し
て
支

那
に
研
出
さ
れ
る
｡
輸
出
年
桝
約
十
二
三
茂
非
に
及
ぶ
｡

サ
ラ
タ
グ
に
於
げ
ろ
邦
人

前
述
の
泊
り
本
地
方
に
放
け
る
邦
人
ほ
主
と
し
て
笹
設
栽
培
で
千
九

甘
二
十
八
年

7
月
に
放
け
る
邦
人
の
誰
訣
親
増
田
横
は
'
租
借
阿
倍
七

千
三
甘
八
十
五
エ
ー
カ
ー
､
開
塾
縄
付
関
税
四
千
四
甘
八
十
三
エ
ー
カ

ー
t
EE
下
の
故
産
田
松
は
二
千
大
官
九
エ
ー
カ
ー
に
及
び
主
と
し
て
サ

ラ
グ
ク
市
附
妃
に
多
-
任
し
衣
=T～=
邦
人
の
数
は
朔
五
十
二
名
'
女
三
十

八
お
手
聖

亭

五
名
食
計
甘
十
五
名
で
英
の
七
割
は
離
解
栽
培
Li
総
革

し
て
ゐ
ろ
此
串
の
多
-
ほ
資
本
枯
親
で
な
-
て
拾
ど
絶
て
が
自
己
努
力

の
約
兆
か
ら
地
L
)た
裸

1
箕
式
の
移
民
で
拡
碇
の
不
安
定
と
支
邦
人
の

活
動
侵
蝕
は
邦
人
移
民
の
新
潮
力
み
限
克
し
て
ゐ
る
｡
故
に
今
後
同
地

に
於
げ
ろ
邦
人
の
竣
成
は
ど
う
し
て
も
或
租
鑑
の
資
本

移
民
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡
(
K
Y
盤
)

質

疑

唐

答

聞

ホ
ン
ゲ
イ
無
畑
虎

京

都

山

盛

並

沓

ホ
ン
ゲ
イ
と
は
鴻
益
と
い
ふ
地
裁
の
安
部
蘭
で
あ
る
｡
塑

兄
渦

搾
油
抄
の
東

北
に
あ
る
､
淡
E
地
で
あ
る
'
･.Jの
加
…射
光

の
質

は

発

汗
第

7
と
琳
ぜ
ら
れ
､

叫
九
二
七
年
初
預
Li
放
て

T
比
弗
方
聡
山A
L
塊

裁
小
及
塊
親
犬
の
貸
倒
は
夫
々
十

7
此
弗
及
十
二
此
弗
と
な
れ
り

'
…

三

井

七
七



地

縁

第
十

3
番

九
二
七
年
中
の
石
次
版
軍
内
は
八
五
七
､
0
0
0
椴
に
し
て
前
年
の
六

六
八
､

7
0
0
咽
に
此
し
て
却
て
二
割
八
分
E
[戊
払
将
加
せ
り
と
い
ふ

そ
の
酉
貿
市
場
に
放
け
る
石
盤
軸
蛍
依
段
左
の
如
し

ホ
〆
ダ
イ
煉
淡

三

二
､
0
0
此
弗

ホ
ン

ゲ
イ
現
況
小

二
ハ
､
0
0

御

伽
如
印
度
有
籾
裁
(
'(
モ
ー
カ
ソ
)
〓
ハ
､

五
〇

日
本
村
加
炭

7
七
､

0
0

ホ
ル
ダ
イ
の
無
畑
泉
私
探
瀕
す
る
骨
融
は
S
o
e
ie
'te
de
sC

harbon
･

n
ag
es
d
r
A
to
n
g
e
t
D
on
g
･D
an
g
に
L
tj
.

1
九

二
六
年
中
に前

年
よ
り
も
三
割
三
分

の
探溌
高
村
如
し
'

;
九
二
七
年
に
ほ
ぼ
程
三
､

1
0
栄
の
巌
椀
官
記
釆
ね
穿
ち
て
既
知
の
六
銀
厨
か
開
-
.(
き
畔
僻
み

な
し
､
完
成
の
上
は

青

二
宵
五
十
噸
み
出
淡
す
.Y
L
と
抑
ぜ
ら
る
O

=
の
石
次
の
優
良
な
る
は
他
院
の
も
の
に
比
し
て
熱
度
高
-
､
即
ち
仙

院
の
も
の
は
柑
桐
内
に
於
て

T
.
四
二
〇
及

T
r
四
四
〇
庶
以
下
の
紐
皮

に
於
て
次
と
な
る
に
射
し
､
こ
の
ホ
ン
ゲ
イ
淡
は

7
.
五
〇
〇
度
以
上

め
,組
庇
に
超
せ
し
む
る
鮎
に
あ
り
て
礎
石
分
脈
用
と
し
て
現
に
Q
u
an

Y
en

並
鉛
拠
焼
餅
に
放
て
利
用
さ
れ
つ
1
あ
り
O

閏
サ
イ
ザ
ル
麻
の
栽
培
妃
つ
い
て

大

阪

S

生

容

サ
イ
ザ
ル
鵬
は
髄
笥
術

よ
り
と
ろ
弧
敬
な
る
繊
維
で
如
叉
は
細

の
触
法
に
用
ひ
ら
れ
'
叉
ア
ン
ベ
ラ
其
他
の
布
の
塊
冶
原
料
と
な
る
O

淋
水
に
封
す
る
拭
耽
力
如
き
故

に

､
舶
舶
用
に
は
な
ら
ぬ
｡
用
途
は
頗

い
｡
縦
令
樹
は
主
と
し
て
'
不
屯
の
如
-

見岬
る
熟
柿
地
お
Li
銃
床
L

石
灰

質
の
紘
放
せ
る
土
地
.1
叔
速
す
-
維
-
'
石
次
式
な
ら
ず
又
舶
肘掛

解
三
駄

遠

〇

七
八

多
さ
土
地
で
も
山
氷
る
｡

叫
年

丁
米
車
力
三
二
栄
進
の
雨
畳
に
は
域

へ

る
｡
そ
の
出
命
は
七
非
力
弐
十
二
年
O
ユ
カ
タ
ン
串
偽
で
は
十
五
年
以

上
の
血
命
わ
保
つ
｡
枯
付
孜
四
五
年
で
収
集
し
は
じ
め
p
凹
ヶ
年
開
放

は
つ
i･
け
為
｡
=
の
齢

l
不
か
ら
前
後
鵡
C
て
甘
五
十
非
力
重

二
有
難

と
れ
る
O
六
年
日
に
滋
優
良
の
柴
が
出
て
､
長
さ

叫
米
牛
刀
聖
二
米
'

根
元
の
巾
十
五
湘
力
室
二
十
が
､
薮
さ
大
官
瓦
か
ら

7
枚
'1
な
る
｡
繊

維
は
蒐
さ
の
四
%
紳
筏
で
､
探
塊
汲
初
の
年
は

i
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
4
J

二
甘
五
十
LS
力
覚
三
甘
延
に
揺
す
る
｡
純
的
な
と
っ
た
洩

り
の
兼
か
い

水
内
は
九
十
%
以
上
'
僻
放
し
易
い
'
肥
料
に
す
る
が
､
も
し
設
備
rJ

へ
ェ
け
れ
ば
.
ア
ル
ゴ
-
ル
の
児
料
に
な
る
O

メ
キ
シ
コ
で
は
土

人

は
,,の
薬
肉
か
較
酵
せ
し
め
て
.
｢
プ
ル
カ
｣
′-

い
ふ

7
稀
の
焼
酎
か
つ
-
る
｡
伽
朗
で
は
=
の
寮
内
か
ら
日
動
雑

用

の

ア
ル
n
I
ル
な
つ
-
る
=
と
に
成
効
L
LI｡

サ
イ
ザ

ル
腕
の
主
産
地
は
メ
キ
シ
n
で
､
現
在
年
何
十
五
茂
噸
'
北

米
に
て
附
費

さ
れ
る
､
米
陶
は
ハ
タ
イ
'
キ
ユ
バ
､
中
米
繍
樹
､
英
樹

は
ト
リ
ニ
ダ
ー
ト
.
.I,b
ヤ
マ
イ
カ
'
バ
ア
マ
.
和
樹
は
ジ
ャ
バ
､
ス
マ

ト
ラ
､
狗
泡
は
東
ア
ブ
-
カ
に
資
本
私
下
し
て
ゐ
る
｡
墳
及
印
度
ア
ル

セ
リ
ヤ
､
ス
ダ
h
.
術
偵
束
ア
フ
リ
カ
'
宅
ザ
ソ
ビ
イ
グ
額
に
LJ粕
::==

に
裁
培
さ
れ
る
サ
イ
ザ
ル
腕
の
脚
数
は
日
下
年
撃
二
十
五
紙
噸
で
あ
る

が
p
約
歳
は
益
々
有
望
で
あ
る
.
モ
ザ
y
ピ
タ
植
民
地
で
は
.
そ
の
池

地
が
あ
る
の
で
､
栽
棉
成
-
行
ほ
れ
､
英
銭
こ

ヤ
サ
ラ
ン
ド
で
も

T
溺

八
千
町
か
か
ら
の
腕
園
が
あ
る
O
(F
)


